
 

令和２年度第７０回県競書大会 

令和２年度第５０回新大全国競書大会 こちらも今年も「団体賞」を受賞しました! 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別賞（県書道教育研究会賞） １年 斉藤 颯志  

特 選 ２年 馬場 奏美 ３年 川村 七音 ４年 
釣巻 陽向 

坂内 利衣 
６年 戸恒 璃子 

準特選 ２年 

田巻陽菜乃

中野 和暉 

船久保幸栄 

布施舞心衣 

長谷川嘉織 

坪谷  奏 

３年 
棚橋 彩織

小日向紗季 

４年 

山本 虹来 

田村 莉央 

畠山 紗來 

斉藤ななみ 

６年 

佐藤 愛花

野瀬 百音

小日向  優

古川 遥菜 ５年 
雙田 莉子 

船久保咲希 

硬筆の部 
今年も優秀団体賞を受賞しました! 

(全県３３２校応募のうち１４か校が受賞!) 
特 選 １年 斉藤 颯志 

準特選 １年 戸恒 堅登 

特 選 ２年 五十嵐羽空 ３年 川村 七音 ４年 坂内 利衣 ６年 戸恒 璃子 

準特選 ２年 
長谷川嘉織 

船久保幸栄 
３年 小日向紗季 ５年 船久保咲希 ６年 

野瀬 百音 

古川 遥菜 

新型ウイルス感染症禍に係る就学支援金給付のご案内 

新潟県小中学校・障害児学校就学援助協会より、就学支援の募集の案内が

届いています。 

新型コロナウイルス感染症の拡大による現在の経済・雇用の悪化してい

る状況下でも、緊急的な困難の一助となるよう、上記団体と新潟県労働金庫

の厚意によるものです。 

募集期間は、１２月１０日(木)までです。希望される方は、１２月４日

(金)までに、教頭 元川までお申し出ください。 

具体的な内容は以下の通りです。 

１ 募集定員  全県で２４０人程度 

２ 募集対象者  ・新潟県内の市町村立・県立の学校に在学中の児童生徒 

       ・現在家庭で公的な生活保護を受けていないこと。 

(準要保護は対象となる。) 

       ・経済的な理由で就学支援が必要であること。 

３ 支 援 金  ６０,０００円(１回給付) 

〈１２月の予定〉           

１日（火）全校朝会 委員会      １５日（火）委員会 

   竹の子塾          １８日（金）全校４限授業、集団下校 

２日（水）健康委員会ドッジボール大会 ２１日（月）全校４限授業 

４日（金）５年歯科指導        ２２日（火）全校４限授業、給食最終日 

５日（土）町 Pソフトドッジボール大会 ２３日（水）２学期終業式       

9:30-11:30  会場:田上小   ２４日（木）冬休み ～１月７日（木）まで 

７日（月）諸費口座納入日                    ８日（金） 

 ８日（火）児童朝会、学期末清掃～15 日まで               ３学期始業式 

      竹の子塾                                                     
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非認知
ひ に ん ち

能力
のうりょく

 

 

校長 小池 和秀 

1970 年、アメリカ合衆国
がっしゅうこく

のスタンフォード大学で行われた実験
じっけん

です。学内附属
ふ ぞ く

幼稚園
ようちえん

の４歳

の子供 186 人が実験に参加
さ ん か

しました。子供の前にはマシュマロが１個
こ

のったお皿
さら

がありました。

実験者が「ちょっと用
よう

があって出かけるけれど戻
もど

ってくるまでの 15 分間食べるのを我慢
が ま ん

してい

たら、マシュマロをもう１つあげるよ」と言って部屋
へ や

を出ていきます。この実験で最後
さ い ご

まで我慢

して２個目のマシュマロを手に入れた子供は、全体の１/３ほどでした。その後、1988 年に追跡
ついせき

調査
ちょうさ

が実施
じ っ し

されました。結果
け っ か

、マシュマロを食べずに２個目のマシュマロを手に入れた子供たち

は、大学進学適性
てきせい

試験
し け ん

で大きな差が出たりしていることが明らかになりました。マシュマロテス

トと呼ばれるこの実験によって、テストでは測
はか

れない力「非認知能力」が注目
ちゅうもく

されるようになり

ました。就学後
しゅうがくご

の教育、学力や生きる力を支
ささ

えるものは、自制
じ せ い

心
しん

やセルフコントロールと呼ばれ

る幼児期
よ う じ き

までに身に付いていく力です。その意味で改
あらた

めて幼児教育の重要性が叫ばれています。 

目標に向かって頑張
が ん ば

る力、他の人とうまく関

わる力、感情
かんじょう

をコントロールする力などは、乳

幼児期の遊びや 躾
しつけ

を通して育まれていきま

す。勉強はその字の通り「勉
つと

めて強
し

いる」で、

本来
ほんらい

は「気が進まないことを仕方
し か た

なくする」と

いう意味でした。やりたくなくても、不得意
ふ と く い

で

もやらなければならないことがあります。それ

でも我慢して取り組む精神的な強さが勉強を

支えています。学校はもとより、社会に出れば

自分の意
い

に反
はん

してでも突
つ

き進まなければならないことばかりです。自己
じ こ

主張
しゅちょう

はしても、どこかで

気持ちに折
お

り合
あ

いをつけなければなりません。そのときに個人の力としての「非認知能力」が発揮
は っ き

されます。他者から強制
きょうせい

されず、自発的
じはつてき

に行われる幼児期の遊びを通して、想像力や創造力、集

中力やコミュニケーション能力が育まれていきます。 

非認知能力は「自律
じ り つ

」にもつながります。「自立
じ り つ

」は他者との関係性の問題ですが、「自律」

は、内面的な独立
どくりつ

を指します。「自律」とは人任
まか

せではなく、自分で決めること、我慢強く芯
しん

が

あること、自分があってブレないことです。子供たちの仲間関係でも実社会でも、自分で決めず、

誰
だれ

かがしてくれるのを待っている人が増えています。これからの社会、誰かがしてくれるのを待

っていては、自分の未来を創
つく

ることはできません。幼児期で培われた「非認知能力」を基
もと

に、自

律心につなげていくことがこれからの学校教育の役割
やくわり

であり、私たち教職員は「自律心」を育て

ていかなければなりません。 

学校だより                                      田上町立羽生田小学校 

 

 

 

 

 

羽ばたけ 未来を 

生きぬく田上っ子 

～目標に向かって考え 

高め合う子～ 

TEL 0256-57-2017: FAX 0256-57-4641 

  回  覧     令和２年１１月２４日   No.７       E メール:hanyudaes@tagami.ed.jp 

                                               HP: http://www.hanyudaes.tagami.ed.jp/ 

 

 

＊学校便りは、ホームページからもご覧いただけます。（ＰＤＦ形式） 



  

 

 

１１月２日（月）、羽生田小・田上小の６年生と田上中の１年生とで「田上町いじめ見逃しゼロ

スクール集会」が田上中学校体育館で行われました。今年はコロナ禍の影響で、参加人数を縮小し

開催されましたが、グループでの活発な話し合いなど、とても

充実した集会となりました。当日は、安中教育長はじめ教育委

員の皆様からご参加いただき、活動を見守っていただきました。 

いじめ根絶のための取組紹介では、代表児童３名が堂々とし

た態度で立派に発表できました。小中の異学年で交流を深め、

温かい雰囲気の中で、活動が進められました。また、中学校入学

に向けての意見交換も行いました。 

最後に「田上町いじめ見逃しゼロ宣言」を代表が発表して、閉

会しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の小中連携の集会などの取組の他に、町内で統一し、校内の教職員・児

童が一体となって以下の取組も行っています。 

○ 校内のいじめ事案を点検し、結果を町教育委員会に毎月報告しています。 

○ どの子も参加・活躍できる授業づくり 

○ 子どもの居場所つくりと絆つくり 

  ・異学年集団による諸活動・「おりづるタイム」の実施 

  ・「QU 検査」「学校生活調査」による実態把握 

  ・各学期の教育相談週間「先生とお話しタイム」の実施 

(羽生田小HP「いじめ防止対策基本方針」もご覧ください。) 

 

田上町いじめ見逃しゼロ宣言 

一 わたしたちは どんな理由があっても 絶対にいじめはしません 

一 わたしたちは どんな理由があっても 絶対にいじめは許しません 

一 わたしたちは もし自分がいじめられたら 必ず誰かに相談します 

一 わたしたちは もしまわりにいじめがおこったら 絶対に見逃さず  

止めるための行動をします 

一 わたしたちは いつも 思いやりを大切にします 

↓各クラスのめあて 全校の「月」ごとのめあて↑ 



 

 

 

平成１２年、「羽生田小学校学習支援ボランティア」として絵本の読み聞かせ活動から始まりま

した。これまでの図書ボランティアの皆様の功績が認められ、１０月２９日に新潟県読書推進運動

協議会より表彰を受けました。毎週木曜日朝読書の時間に読み聞かせや、国語の授業でブックトー

クをしていただいたり、破損した本の修繕や新刊本のブックカバーかけ、掲示物など図書室の環境

整備のお手伝い「修繕ボランティア」をしていただいたりしています。おかげで、羽生田小の子ど

もたちは、読書が大好きです。これからもお世話になります。おめでとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月１１日は羽生田小学校の誕生日。創立記念全校朝会を行いました。羽生田小学校の創立は、

今から１４８年前の明治５年（1872 年）です。中央階段の正面にある「学校の

年表」や校歌の歌詞から羽生田小の歴史を振り返りました。ステージ上の壁に

貼り付けられた「３つのペンの校章」、１年生教室脇廊下や体育館後方壁面に掲

示されている卒業生制作品の「旧校舎の様子」などから、昔の学校や当時の子供

たちの様子に思いをはせ、「羽ばたけ 未来を生きぬく 田上っ子」の教育目標

の下、子どもたちは、１５０周年に向けて頑張っていくことを胸に誓いました。 

 

 

【告知】おうちのみなさまへ! 

図書ボランティア大募集中です。 
○特に、読み聞かせボランティアさんが少ないです。

毎週…と言わず、ご都合がつく日だけ月１回でもかま

いせん。ぜひ羽生田っ子と、ふれあってみませんか? 

問い合わせ先:代表 図書館司書古川今日子℡５３－３４７３ 

または、羽生田小学校 教頭へ。 

←中央階段

壁面の年表 

体育館後方

の作品 ↓ 


